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交換留学（派遣）近況報告書

留学先大学：  

留学先での所属学部・研究科：  

留学先での在籍身分：  

留学期間：    年   月～  年 月

神戸大学での所属学部・研究科：

学年（出発時）：

本報告書記入日：        年    月 日

1. 出発前について

1-1. 交換留学以前に海外留学の経験はありますか。 
はい      いいえ

  「はい」と答えた方は，留学先及び留学期間についてご記入ください。

 ＜国名＞                ＜期間＞   

1-2. 交換留学プログラムを最初にどのように知りましたか。 
□国際教育総合センターの教員 □所属学部・研究科の教員 □友人

□以前に参加した先輩 □所属学部・研究科の掲示板 □神戸大学のホームページ

□留学フェア □その他（具体的に）

1-3. この交換留学プログラムに参加した動機を教えてください。最もよく当てはまる動機を「４つ」選び， 
１～４まで順位を付けてください。（１：最も強い動機）

  学術的な目的（研究を深める等）   地理的な条件が良い

  語学力の向上   旅行ができる

  将来のキャリアのため（就職に役立つ等）  プログラムの時期が良い

  家族のバックグラウンドと関係がある   プログラムの期間が良い

  異文化体験   経費が安い

  個人的理由   その他（具体的に）  

1-4. VISAについて

VISAの種類：

 申請先：  

 必要日数： 

VISA取得にかかった費用：         
VISA申請のためにどのような書類の提出を求められましたか。どのように準備しましたか。 

今田睦


今田睦
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1-5   出発前に必要とされた予防接種の種類・回数・費用 
 
 
 
1-6. その他に必要だった手続き，方法，料金等 
 
 
 
 
2. 留学先到着後の手続きについて                                                                       
2-1. 到着時について 
 利用航空会社：                
 利用旅行会社（航空券の手配をした会社）：                   
 留学先大学最寄り空港名：                    空港 
 空港到着時間：         時頃 
 空港からの移動手段：□大学手配の出迎え □知人の出迎え □公共交通機関 バス，鉄道 □タクシー 

         □その他（具体的に）                   
 移動の所要時間・料金：          分，            
 空港からの移動の際の注意点： 
 
 
 
2-2. 留学生向けオリエンテーションについて 
 オリエンテーションの有無：□有り □無し 
 参加について：□必須 □任意参加 
 参加費用：□無料 □有料（金額：             ） 
 内容について記入してください。 
 
 
 
2-4. その他，渡航してから必要な手続きについて 
 現地で滞在許可書申請は必要ですか。必要な場合，申請方法，料金，取得に係る日数等を記入してください。 
 
 
 
 その他現地でした手続きは？（健康診断，予防接種等）有れば，方法，料金等を記入してください。 
 
 
 
 
 
3. 語学力向上のためのコースについて                                                                    
3-1. 語学力の向上のために，大学等のコースに参加しましたか。参加した場合，大学（語学学校）名，コース名，

料金，期間等を記入してください。 
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留学先大学：                              
留学先での所属学部・研究科：                     
留学先での在籍身分：                         
留学期間：    年   月～     年      月 
神戸大学での所属学部・研究科：                                       
学年（出発時）：           
本報告書記入日：        年    月    日 
 
出発前                                                     
どのように情報を集めましたか。参考になる本やホームページがあれば，記入してください。 
 
 
 
 
 
 
住居について                                                   

 ・住居のタイプ：□大学寮 □アパート □ホストファミリー □その他（具体的に）            
  住居（寮，アパート）の名前： 
 ・部屋の種類：□一人部屋 □二人部屋 □その他（具体的に）                   
 ・ルームメイト：□現地学生 □留学生（出身国：         ） □その他（具体的に）             

 ・どのように探しましたか。：□大学の斡旋 □自分で探した □その他（具体的に）                
 ・大学までの通学時間・手段：            分， 
 ・住居の周りの環境はどうですか。： 
 
 
 
 ・毎日の食事はどうしていますか。： 
 
 
 
・住居は渡航前に，または渡航後すぐにみつかりましたか。トラブルはありませんでしたか。： 

 
 
 
 
大学の授業について                                            
1. 履修登録について 
  ・履修登録の時期：□出発前 □到着後 
  ・履修登録の方法：□On-line □International Office等の仲介 □その他（具体的に）               
  ・登録時に留学生として優先・配慮されることはありましたか。：□無し □有り 
  ・優先・配慮があった場合，具体的に教えてください。 
 
 
 
  ・希望通りの授業が履修できましたか。：□はい □いいえ 

・希望通りの授業が履修できなかった場合，その理由を教えてください。 
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２．現在までに，履修している授業について記入してください。 
No. コース名 教授名 時間数

／週 
留学先

での単

位数 

履修し

ている

学生数

予習，復習，テスト等についてアドバイスも

含めて教えてください。 

１       
 

２       
 

３       
 

４       
 

５       
 

６       
 

７       
 

８       
 

９       
 

１０       
 

 
３．授業（カリキュラム等）について クラスのサイズ、成績評価、現地学生の取り組み等 
 
 
 
 
 
 
一週間のスケジュール （授業時間，課外活動等，毎日の生活を記入してください。）                  
 月 火 水 木 金 土 日 

8:00 
9:00 

  10:00 
  11:00 
  12:00 
  13:00 
  14:00 
  15:00 
  16:00 
  17:00 
  18:00 
  19:00 
  20:00 
  21:00 
  22:00 

       

 

koryu2
タイプライターテキスト
（現地語・和訳）

koryu2
タイプライターテキスト


koryu2
タイプライターテキスト
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現在までの感想 自由に記入してください。(800字～) 
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	fill_67: 
	fill_1_5: これまでの生活、感じることは多々ありました。特に授業が始まってから最初の１〜２ヶ月は、どのクラスも教室内留学生は自分一人という状況が続き、満足にフランス語も話せず、かなり参ってしまったこともありました。“私はフランスで語学や異文化体験をするのではなく、美術を学びに来たんだ”という意志はかなり強いものでしたが、フランス語が満足にできなければ美術を学ぶというスタートラインにも立てないことも痛い程感じました。
特に大学院の授業ではクラスメイトはほぼ皆年上の上、既にアーティストとして活躍されている方もいて、非常に刺激を受けるとともに、なかなかついて行くことが大変でもあります。しかしここは踏ん張りどころだと思い日々過ごしています。
また、履修の中で交換留学生用のフランス語の授業を履修する機会にも恵まれています。リール大学にはDEFIという語学学校も併設されていて、リール大学の交換留学生たちは学期開始前の集中講義、またセメスター内でも週に一度フランス語の授業を取ることができます。フランス語専修や外国語学部でもなかった私にとってこの制度は非常に有難く、また授業内容もとても充実したものでした。語学学校として成り立っているだけあり、録音をしながらフランス語発音矯正ができる部屋があったり、フランス語自主学習用のネット教材があったり（全て無料です。）、また授業内容もいかにフランス語でアカデミックな文章が書けるかなど日本とはまた違った内容のものが多く、他大学と比べても恐らくとても質の高いものなのではないかと感じています。今後リール大学への留学を考えている方にはぜひこの点もお勧めしたいと思います。

また、リールという街に関しては個人的にはとても気に入っています。留学募集の際、パリ大学と非常に迷いながらもリール大学に決めましたが、今では良かったのではないかと思います。街は学生が多く、図書館なども充実しています。また建築もパリとは少し違い、北ヨーロッパらしい、落ち着いた雰囲気です。街並みも少しベルギーに似ていて、ワインよりもビールが有名です。また交通の便の良さが非常に魅力的で、ブリュッセルには電車で30分、ロンドン、パリも1時間、留学に来てからはアムステルダムとドイツのケルンへ行きましたが、どちらもバスで3時間程度、日帰りで行きました。また友人と少し飲みに行く際にはよくベルギーへ行っています。それほど近いです。
なかなか観光ガイドにはあまり載らない街かもしれませんが、住むにはとても良い街だと思います。

これまでの滞在期間中、“私は留学で何をするのか”ということをよく考えました。日々の生活で精一杯で、それどころではなかった日もありましたが。留学は目的ではない、過程だと思っています。私は何のために、何故わざわざお金と手間をかけてでも留学に来たかったのか、旅行でも、インターネット検索でも、海外の情報は日本いいても十分に入って来ます。それでも尚、留学したいと思ったのは何故なのか、ここで得たいものは何なのか、将来やりたいことは何なのか、この留学をどうこの先に生かしたいのか、
少し生活も落ち着いて来たので、改めてこれらのことについて考え、残り２〜３ヶ月、精進したいと思います。



